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担当係

根拠法令・個別計画

目的
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状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

8

担当課

3

都市基盤

河川課

河川係

53

平成３０年度以降

河川・水路

事業類型 施設整備系

河川整備を促進する

1

　県河川の拡幅整備に伴い、小牧市の水路敷を付け替えて以前と同等の機能を有するよう

にする。

　県河川拡幅用地の内に取り込まれた小牧市の水路の機能復旧ができるための用地を堤

内等で買収する。

　新たに県により施工された水路等の工作物の占用許可を受けると共に、その用地の管理

のため境界明示を実施する。
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国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

1,507

510

【委託業務内容】

河川占用許可申請書作成業務の委託　2件(委託料1,365千円）

　新境川：樋管2ケ所　　新造川：樋管3ヶ所
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H24

0

筆

県が施工する新境川及び新造川等の一級河川整備事業に伴い、放流樋管の統合を

実施したことにより、樋管の規模・構造を変更したので、当該樋管の占用許可を取得

するため、図書を作成し許可を得、市と県の管理区分が明確になった。
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県が実施する事業に伴い、市が実施すべき事業であり、他に類似する事業がないこう

とから、廃止すれば、県事業の進捗にも大きな影響を及ぼすと考える。
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判定理由

一次評価のとおり。

改善案等
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次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

県事業である、一級河川整備事業についての早い時期に情報収集を行う。
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実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

県事業である、一級河川整備事業の進捗状況により事業量の増減があり、各年度ご

との事務量を確定することが難しい。

一級河川整備は、事業主体が県であっても、市民にとっては密着した事業であり、市

としての事業を進めていく必要がある。

方向性の判定


